
 

 

 

「グローカル」な学校 

今年の学芸発表会も大きな感動を生み出してくれました。舞台発表では、生徒一人ひとりの歌詞やメ

ロディーに込められた想いが、クラスからのメッセージが、そして生徒自らのメッセージが歌に込めら

れ、荻窪中学校の生徒たちによって新たな歴史の 1ページが飾られ、荻窪中学校の文化が創造されまし

た。 

学びの原点は好奇心と感動です。「何、なぜ、どうして、どんな風に・・・」というものごとへの興味

や関心、「知りたい、作りたい、観たい、触れてみたい・・・」このような自然な好奇心と、直接的でも

間接的でもものごとに関わるところに学びが、そして、その先にある、「分かった、できた、楽しかっ

た・・・」というところに感動があります。この繰り返しが学びの姿、学び続けていく姿勢になってい

きます。学校には、感動が常にあります。学校行事での子どもたちの姿や作品もそうですが、毎日の授

業の中での発見や学びの中にも感動があります。数学の問題が解けたとき、英語で初めてＡＬＴと会話

をしたとき、体育でハードルを跳べたとき。給食で大好きなカレーライスを食べたとき。生徒一人ひと

りの琴線に触れることがたくさんあります。中でも学校行事の目的にあるのが、人が何かを成し遂げた

ときや何かに取り組んだときの感動を作り出すことと、自らの感動が相手に伝わることで、仲間と共に

感動を分かち合うことにあります。 

この秋の紅葉シーズンを伝えるニュースに、海外からの渡航者の数が飛躍的に増加しているというも

のがありました。インバウンドの増加からグローバル社会やグローバル化など、「グローバル」という

言葉が日常化しています。一方で、「グローカル」という言葉があります。はじめは間違って使われて

いるのではないかと思いましたが、そうではなく、様々な経済活動や情報化が世界的な進展を進めてい

る中で、ある地域限定でその地域に根ざし、その地域の特性に沿った取り組みを行うことが「グローカ

ル」であることを知りました。ある世界展開しているハンバーガーショップで、日本限定の商品として

“照り焼きハンバーガー”を販売して成功を収めたことはその一例です。又、その地域で生産されてい

る原料やその地域の習慣などを基に、様々な企画や活動を行っていくことも増えてきているようです。

「グローカル」を進めていくためには、その地域の特性をしっかりと捉え、その地域を知ることが重要

です。「グローバル」のように世界的な視野や視点をもってものごとを捉えていくことと、「グローカル」

のような個の状況をしっかりと捉えてそこに根差す取り組みを行うことで個別化を図ること、双方が連

立していくことが重要と考えます。 

学校教育、特に義務教育においては自らが生活している地域を見つめ、個を大切にすることの大切さ

を忘れてはいけません。今後とも国際化が進展して情報伝達だけでなく人の行き来もスピードアップし、

グローバル社会への適応を考えることは重要ですが、世界中の様々な見方や文化・習慣に触れて経験し

ていくことと共に、自らが住むこの地でなければ得られないものや経験できない事柄や想いの部分を大

切にすることも真の国際化です。ここに「グローカル」な学びがあり、このことを子どもたちにどのよ

うに伝えていくかを大切にすることが今求められているのです。次の超スマート時代が既に始まってい

ます、今こそ、地元の我々大人たちの出番だと考えます。 
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去る 10 月 28 日(土)に、学芸発表会が行われました。 

 校歌斉唱から始まり、午前中は合唱コンクール、午後は

杉並区派遣事業の発表と部活動の発表がありました。当日

は来賓 10 名と、２２２組のご家庭が参観されました。どの

プログラムも、学芸発表会までの間に積んだ練習の成果が

発揮され、非常に立派な学芸発表会となりました。 

 午前の合唱コンクールでは、各クラスの合唱が響き渡り、

それぞれのクラスの良さが歌に現れていました。2 週間前

の合唱とは全く違うものに仕上がっており、聴き応えのあ

る合唱でした。特に３年生の歌声は、どのクラスも、スロ

ーガン「古今無奏」の通り、クラス全員の想いが込められ

た他に類を見ないただ一つの演奏でした。歌い終えた後

の、緊張から解放された表情には、やり切ったという安堵

と、結果発表への自信に溢れ、一人ひとりが本当に良い顔

をしていました。 

午後は、杉並区派遣事業に参加した生徒の発表、英語部

の英語劇、軽音楽部・吹奏楽部の発表がありました。どの

発表も素晴らしく、会場は一体となって盛り上がりまし

た。 

  

最後は全校合唱で締めくくりました。１日を通して、合

唱が響き渡る静寂と緊張感のある場面や、会場全体が一体

となって活気に満ちた場面があり、発表する側もそれを観

る側も、大変素晴らしい態度でした。終始、荻中生の良さ

が表れた１日でした。 

 

 

 

学芸発表会 10月 28日(土) 



  

 

 

 11月 1日(水)【１学年】、11月 2日(木)【２学年】が校外学習に行って

きました。鎌倉の良さは、その歴史的な魅力と美しい自然環境にありま

す。古都としての風情が残る、鶴岡八幡宮や高徳院の大仏など歴史的名

所を訪れ、学習しました。また、海に面しているため、鎌倉の海岸線や景

色も素晴らしく、秋晴れの鎌倉を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 杉並区の放課後居場所事業の一環として、本校でマル

チスポーツ（ダーツ）教室を 11月 25日(土)から毎月開

催しています。その体験会が 11月 8 日(水)に行われま

した。7名の生徒が参加し、楽しそうにダーツを投げてい

ました。杉並区ダーツ協会の方々が優しく楽しく、ダーツ

を教えてくださいます。今年度は、右記の日程で開催し

ますので、土曜日、時間にゆとりがある人は参加してみ

てください。荻窪中学校の 1階多目的室で行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほかにも、11月は様々な行事がありました。次ページでまとめてご紹介します。 

校外学習（1年・2年） 11/1，11/2 

マルチスポーツ体験会 11月 8日 

令和5年度  

マルチスポーツ（ダーツ）教室開催日 

    11月25日(土) 初回 終了 

12月 16日(土) 

1月20日(土) 

2月3日(土) 

3月2日(土) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区調べる図書コンクール 奨励賞（全国大会へ出品） 1 年 □□□ □□さん 

杉並区ソフトテニス新人大会 団体３位（都大会出場） ソフトテニス部 

杉並区新人シード権大会 女子準優勝 女子バスケ部 

税についての作文 荻窪納税貯蓄組合連合会 

優秀賞 

3 年 □□ □□さん 

3 年 □□□ □さん 

平和のためのポスターコンクール 金賞 

銀賞 

3 年 □□□ □□さん 

2 年 □□ □□さん 

これからの予定  

12月2日(土)  荻中フェスタ 12月23日(土) 終業式 

12月6日(水)～12月13日(水) 三者面談 12月29日(金)～1月3日(水) 学校閉庁日 

12月10日(日) 中学校対抗駅伝 ※ 学校閉庁期間は、学校内への立ち入りはでき

ません。 12月20日(水) 菅平移動教室保護者説明会 

 

表彰 

３年 理科出前授業  

11月8日(水) 

 

簡易的なプラネタリウムを体育館

に設置し、星空観察を行いまし

た。 

生徒総会 

11月 10日(金) 

新役員、新専門委員長による生徒

総会が行われました。いよいよ２

年生が学校の中心です。 

道徳授業地区公開講座  

11月 11日(土) 

 

道徳の授業を公開しました。

多数の参観がありました。 

道徳授業地区公開講座での  

協議会 

道徳の授業等について、参観

された方と協議を行いまし

た。ありがとうございました。 


